
様式１－３

１．土づくり

輪作体系にマリーゴールド・エン麦・ハブエース・こぶ減り大根を作付けする。

２．施肥　☆施肥診断に基づく施肥量の遵守 （化学肥料窒素成分使用量５．０ｋｇまで）

３．防除　

☆農薬使用成分回数は、６成分回数までに抑える。

☆防除暦の下部に記載されている変更可能な農薬と防除農薬は選択可能とする。

☆化学合成農薬に含まれない農薬は、成分回数にカウントしないが、農薬登録は厳守する。

月 旬 作業 薬剤名 濃度・使用量 対象病害虫
備考

（耕種的防除実施等）

播種

①フォース粒剤 ６～９㎏／10ａ キスジノミハムシ

間引き ②ハチハチ乳剤 ２０００倍
ｱｵﾑｼ､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ､ｷｽｼﾞ
ﾐﾉﾊﾑｼ､ｺﾅｶﾞ､ﾀﾞｲｺﾝﾊﾑｼ､ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞ
ｴ､ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

収穫３０日前 １回

③ﾌｪﾆｯｸｽ顆粒水和剤 2000～4000倍 コナガ、ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 収穫７日前

④カスミンボルドー １０００倍 黒斑細菌病､軟腐病､ワッカ症 収穫14日前

⑤ランマンフロアブル ２０００倍 白さび病、ワッカ症 収穫３日前

⑥アファーム乳剤 1000～2000倍 コナガ、アオムシ 収穫７日前

収穫

↓ ☆変更可能な農薬 ※上記農薬と変更可能

Ｄ-Ｄ １５～２０㍑／10ａ ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ､ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 作付10～15日前

ビーラム粒剤 20kg／10a ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ､ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 播種前 全面土壌混和

フロンサイド粉剤 30～40ｋｇ／10ａ 亀裂褐変症（ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌） 播種前 全面土壌混和

プリロッソ粒剤オメガ 6㎏／10ａ ｱｵﾑｼ､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ､ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ､ｺﾅ
ｶﾞ､ﾈｷﾘﾑｼ類､ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 播種時 播溝土壌混和

ディアナSC 2500倍～5000倍
ｱｵﾑｼ､ｳﾜﾊﾞ類､ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ､ｺﾅｶﾞ､ﾊ
ｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類､ﾖﾄｳﾑｼ 収穫前日 ２回

アドマイヤーフロアブル ４０００倍 アブラムシ類 収穫14日前

ウララDF ２０００倍 アブラムシ類 収穫前日 ２回

トランスフォームフロアブル 2000倍 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 収穫前日 ３回以内

※ ブロフレアSC 2000～4000倍
ｱｵﾑｼ､ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ､ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ､ｺﾅｶﾞ､ﾀﾞｲｺ
ﾝﾊﾑｼ､ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ､ﾖﾄｳﾑｼ 収穫前日 ３回以内

※ グレーシア乳剤 2000～3000倍
ｱｵﾑｼ､ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ､ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ､ｺﾅ
ｶﾞ､ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 収穫7日前 ２回

プレバソンフロアブル５ ２０００倍
ｱｵﾑｼ､ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ､ｺﾅｶﾞ､ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒ
ｲｶﾞ､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類､ﾖﾄｳﾑｼ 収穫前日

ｱﾐｽﾀｰ20ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ２０００倍 白さび病、ワッカ症 収穫14日前 ３回以内

ユニフォーム粒剤 6～9㎏／10ａ 白さび病 播種前
全面土壌混和
※2成分ｶｳﾝﾄ剤

ネマトリンエース粒剤 20ｋｇ／10ａ ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ､ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 播種前 全面土壌混和

☆化学合成農薬に含めない農薬

スピノエース顆粒水和剤 2500～5000倍 アオムシ、コナガ 収穫7日前 ３回以内

ゼンターリ顆粒水和剤 １０００倍
ｱｵﾑｼ、ｺﾅｶﾞ、ﾖﾄｳﾑｼ、ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ､ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 収穫前日 発生初期

エスマルクＤＦ １０００倍 ｱｵﾑｼ、ｺﾅｶﾞ、ﾖﾄｳﾑｼ、ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 収穫前日 発生初期

ジーファイン水和剤 １０００倍 うどんこ病、軟腐病、白さび病 収穫前日 予防

１０００倍 白さび病

２０００倍
（野菜類登録）

褐斑細菌病､黒腐病､軟腐病､斑
点細菌病

Ｚボルドー ５００倍
白さび病､褐斑細菌病､黒腐病､黒斑細菌
病、軟腐病､斑点細菌病､べと病 ― 予防

※ブロフレアSCとグレーシア乳剤は同系統剤のためどちらか選択

中旬

一年生雑草

マルチサポート１号

― 予防

播種時
（全面土壌混和）

収穫5日前
（雑草生育期は畦間処理）

コサイド３０００

ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟﾏｯｸｽﾛｰﾄﾞ ２回以内

2

上旬

中旬

アブラムシ等の防除のため
圃場周辺の除草をする
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病害虫発生時期

苦土重焼燐

施肥量を加減する

肥料名

苦土石灰（粒）

基肥

窒素成分に
カウントしない肥料

土壌分析により

けい酸加里特号

中旬
5
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もっと安心農産物（エコ認証）　初夏どり　だいこん　栽培暦（令和5年度）

10ａの施肥量

１４０㎏／１０ａ以下

１００㎏／１０ａ以下

１２０㎏／１０ａ以下

ＪＡちばみどり　飯岡野菜部会

根菜配合（６－１０－６）有機態窒素２．７

エコレット８６６（８－６－６）有機態窒素４．１

ＮＫマイルド０２８（１０－２－８）有機態窒素５．３　　※燐酸過剰圃場用

白
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上旬

下旬

上旬

軟
腐
病

下旬

線虫対策としてマリーゴール
ド、エン麦、ハブエースを作

付けする

上旬

下旬

上旬

200～500ml/10a

☆みんなで守ろう生産基準


